
  
 

更に子どもたちの笑顔あふれる学校に 
 
 
平成１９年（２００７年）の幕が開きました。

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 
 
 昨年のことも交えながら、冬休み前後の子ども

たちの活躍の様子を紹介したいと思います。 
 
 １２月１６日（土）、横浜文化体育館において

横浜市小学校体育実技発表会が行われました。こ

の発表会は横浜市の体育学習の発表会として大

変歴史と伝統があるもので、今回で４６回を迎え

ています。 
この発表会に本校の５年１組の子どもたちが

この春から体力を高める運動として取り組んで

きたエアロビクスを発表しました。発表会当日は

大勢の保護者や、同じ５年生の子たちの応援を受

けながら、フロアーいっぱいに広がり、表情も豊

かに、伸び伸びと自分たちの運動を発表すること

ができました。 
曲に合わせての会場からの手拍子と、発表後の

大きな拍手がとても印象的でした。応援の５年生

が「先生、永野のときが会場の拍手が一番多かっ

たよ」と言った言葉も忘れられません。 
 
 マーチングの練習に取り組んでいる子どもた

ちは、１２月１０日（土）、下永谷地域ケアプラ

ザでの催しに招かれ、冬をテーマにした童謡や、

今年度の大会曲などを中心にしたすばらしい演

奏を行い、地域の方々に聞いていただくことがで

きました。 
その後は、１月６日（土）の横浜文化体育館で

の他校や他団体との交流会に備え、冬休みの間も

自主練習や全体での練習に取り組みました。特に

１月４日からは、お弁当持ちで終日練習に取り組

んでいました。その成果が表れ、交流会当日はす

てきなドリル演奏ができました。 
 
 １月７日（日）に野庭中学校を会場にして行わ

れた港南区健康マラソン大会には、永野小から特

別陸上クラブで活動している子たちや地域の野

球部、バレーボール部の子たちなど、３０名以上

が参加しました。６年生、５年生、４年生とそれ  
ぞれ時間差をつけて、男女別にコースに飛び出し

て行った子どもたちが、真っ赤なほっぺをして、 
汗をかきながらゴールに戻ってくる度に応援の 

 
 
 
 

校長 志賀 光雄 
 
大きな声が響きました。また、親子マラソンで、

親子で手をつないでゴールする姿もとても温か

いものでした。上位入賞の子どもたちもいて、す

ばらしい結果を残しましたが、何よりもすばらし

いのは、苦しくてもゴールまでがんばった子ども

たちの姿だと思います。 
 このような発表の場でなくとも、この冬休み、

自分で、また家族で相談をしながら、目当てを立

て、様々なことに一生懸命取り組んだ子どもたち

も多いと思います。 
 それぞれの場でがんばった子どもたち、みんな

に大きな拍手を送りたいと思います。 
 
１年前の平成１８年１月の学校だよりでは、そ

の前年に相次いで引き起こされた、幼い子どもた

ちを犠牲にした事件を受け、学校と地域が一体と

なった子どもたちの安全確保というテーマを中

心に書かせていただきました。その後の１年間、

保護者・地域の皆様には子どもたちへの声掛けや

登下校時の見守りなどの面で大変ご協力いただ

き、子どもたちの安全を守る地域環境が充実しつ

つあることに厚く感謝申し上げます。 
校内でもＰＴＡの呼びかけにより、保護者の皆

さんによる「パトロール隊」が組織され、決まっ

た時刻に校内を巡回してくださるなど、子どもた

ちにとって安全な環境づくりが進められました。 
 

 また、今年度の４月号には、「子どもたちの笑

顔があふれる学校に」というテーマで書かせてい

ただきました。 
 平成１８年度は、全国的に「いじめ」事件が大

きな社会問題となりました。本校は、子どもたち

同士が豊かな人間関係で互いに笑顔でつながり

合えるよう力を入れています。今後も、子どもた

ちの間に「いじめ」につながりそうな言動がない

か、常に職員全体で目を配りながら子どもたちの

指導と支援にあたってまいります。 
 
 年度末まであと残すところ３か月です。この３

か月間、子どもたちの笑顔がいっぱいあふれる永

野小学校となるとともに、一人ひとりが希望と期

待をもって進学・進級できるよう、職員一同力を

尽くしたいと考えております。 
 ご協力よろしくお願い申し上げます。 


